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[1] 実数 x に対し，f(x) =
1

1 + x2
, g(x) =

sinx

x
とおく．(g(0) = 1と定める．) こ

のとき f ∗ g(x) を求めよ．

[2] 以下のように an (n ∈ Z) を定める．

an =

0, nが偶数の時,
1

n
, nが奇数の時.

これを Fourier 係数に持つような [0, 2π] 上の関数 f(x) を求めよ．

[3] f(x) を (0, 2π) 上の Lebesgue 可積分関数とし，その Fourier 係数を an (n ∈ Z)
とする．任意の自然数 k について

∑
n∈Z

|n|k|an| < ∞ であれば，f(x) は (0, 2π) 上 C∞

級であることを示せ．

[4] 自然数 n, 実数 x ̸= 0 に対し，fn(x) = (1− cosnx)/(nx2) とおき，fn(0) = 0 と
する．fn を超関数と思って n → ∞ とした極限の超関数を求めよ．

[5] 次の条件を満たす f ∈ C∞(R) で，x ̸= 0 の時いつでも f(x) ̸= 0 となるものの
例を挙げよ．
T ∈ D′(R), supp T = {0} ならば fT = 0.

[6] φ ∈ D(R) に対し，

⟨T, φ⟩ = lim
ε→0+

(∫ −ε

−∞

φ(x)

x2
dx+

∫ ∞

ε

φ(x)

x2
dx− 2φ(0)

ε

)



とおく．この時次の問いに答えよ．
(1) T が超関数であることを示せ．
(2) T が緩増加超関数であることを示せ．
(3) T の Fourier 変換を求めよ．

[7]mを自然数とし，s ≥ 0とする．f ∈ Wm,1(R), g ∈ Hs(R)ならばf∗g ∈ Hs+m(R)
であることを示せ．


